
必要なものは講義中に適宜、紹介します 単なる知識の習得ではなく、モラリストを目指してほしい
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授業外学習 テキスト、教材

常に復習のために、60時間以上は費やしてほしい テキスト、教材は指定しない
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第14回 13.第２次大戦の前後

第15回 まとめと復習

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

第11回 9.幕藩体制と儒教倫理

第12回 10.幕末と意識の変遷

第13回 12.日本の近代化と西欧思想

第8回 6.近世、武家文化と儒教倫理

第9回 7.近世、鎌倉新興宗教

第10回 8.乱世の死生観

第5回 3.仏教と日本人

第6回 4.儒教の浸透

第7回 5.中世、王朝文学に見られる倫理的感性

第2回 道徳的・倫理的感性、意識の検討　

第3回 1.古代日本人の道徳観

第4回 2.古代宗教と道徳観

授業概要

　今日まで、私たち日本人の中に伝えられている倫理・道徳的感性、あるいは倫理・道徳意識について概括します。

到達目標

　伝統的倫理・道徳的感性、意識は、各自、当たり前に内在し、共感できるはずだが、欠けているものの補完を目標としま
す。

授業計画

第1回 道徳とは何か。捉え方、考え方

授業形態 授業形式 講義 履修形態 選択

担当教員名 高橋　憲夫 年度 平成28年度

基準年次 1年次 開講期 前期 単位数 2

至誠館大学

科目名 道徳Ⅰ コード 1218

英語表記 moralityⅠ


